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　【目的】住環境において、室内空気質は居住者への健康に直接的な影響を及ぼす可能性が
あるものととらえられる。著者らが一般住宅596戸に住環境と健康に関するアンケート調

査を行った結果、目・鼻への刺激、咽頭痛、頭痛などの症状を自己申告した人がいる世帯
が12,6 %あった。そこで、化学物質による室内空気汚染の実態を把握するため、室内空
気質の実測調査を行った。本報ではホルムアルデヒドおよび揮発性有機化合物（以下voc

と記す）の１年間の変化を中心に報告する。
　【方法】実測調査は1996年11月、1997年6・9 ･ 11月の４回行った。実測対象住宅はア
ンケート調査対象住宅のうち７戸を、築年数や症状の有無等から選定した。各住宅の建築

年は1992年10月-1996年８月である。実測項目はホルムアルデヒド、ＶＯＣ、温熱因子、

換気回数など16項目の室内空気質とした。ホルムアルデヒドはDNPH-HPLC法で、voc
はTenax-TAを吸着剤とした固体吸着-GC/MS法で採取および分析を行った。室内空気を安

定させるため15分の換気の後、５時間開口部等を閉めて測定を開始した。
【結果】1996年11月のホルムアルデヒド濃度は0.03ppm!（7戸平均）、ＴＶＯＣ濃度は約2,900

μg/m 3 （7戸平均）であった。ホルムアルデヒドについて１年間の変動をみると、1996
年11月から1997年６月および９月にかけて濃度は約５倍-8倍となるが、11月の濃度はほ
ぼ１年前の値に戻る。一方、ＶＯＣはＴＶＯＣ濃度でみると季節による濃度の変動は特に認

められず、濃度は1996年11月から徐々に低くなった。しかし、物質ごとにみると１年間
で濃度が高くなったものもあり、居住者による持ち込みの影響が考えられる。
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　大学・短大生の学生生活における生活拠点としての下宿・アパート空間の重要性は今後

増大するであろうとの予測から、新入生を対象に、新しい生活空間を快適にするための彼

らの住み方に関する調査を行った。昨年度はそのうち、女子学生についての結果を報告し

たが、今年度は男子学生の結果を報告し、併せて男女間の相違について報告する。

　方法は質問紙調査法を用い、大学・短大の新入生（入学後2-3ヶ月）を対象とし、現在の

住まいの評価や空間のなわぱり空間化などの行動について調べた。そのうち今回の報告の

対象である男子被調査者はllO名（平均年齢18.6歳:18-21歳）である。

　結果の概要は以下の通りである。 n.nの学生が自ら下宿を希望し、住まいのタイプでは

下宿・アパートが66. 4%、マンションが27. 3%で、女子に比べるとマンションの比率が低か

った。　リラックスできる場所としては帰省先の方がリラックスできるとしたのは32. 7%、現

在の住まいとしたのはn.nで、女子に比べてやや現在の住まいの評価が低い。転居にあた

り何か気に入りのものをもってきた学生は27. 3%で、しかも家具や写真に比べるとＣＤなど

音楽関係が多かった。また、自室の自己表出化を行っているのは36.4%であった。自室の評

価では、好きとしたのは57. 3%、自分らしさを表していると評価したのは48. I%であった。

全体として、女子に比べて自室空間への関与度、こだわり度が低い傾向が窺えた。
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